
８／４（火）の発表

報道発表資料の配付日時 ８月 ４日（火）１５時００分

北海道立総合研究機構 畜産試験場（新得町）における牛の脱柵による発 表 項 目
ＪＲへの影響について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

本日、北海道立総合研究機構 畜産試験場から牛が脱柵し、地域住民の
方々に不安を与えるとともに、ＪＲの運行に多大な影響を及ぼし、ＪＲ概 要
北海道、乗客の皆様にご迷惑をおかけしましたことに心からお詫び申し
上げます。

今後、このようなことのないよう牧柵の緊急点検を実施し、再発防止に
努めてまいります。

１ 事故の概要
平成２７年８月４日（火）８時３０分ころ新得町内のＪＲ根室本線の

線路敷地内（広内信号所付近）に新得畜試験場の黒毛牛１頭が侵入し、
特急スーパーおおぞら２号等の運行を妨げ、最大約５０分の遅れを生じ
させた。

２ 対 応
８時３０分過ぎにＪＲ新得駅から通報を受け、新得畜産試験場の職員

１３名が進入現場へ急行し、９時４０分頃、牛を捕獲した。

３ 事故の原因
放牧場に牛３７頭を放牧していたが、その内の１頭が牧柵（有刺鉄線

４段）の隙間を破り、線路内に侵入した。

４ 対応策
・道総研で動物を飼育している試験場すべてに緊急点検を指示（８／４）
・牧柵の隙間など脆弱な箇所の補修
・試験場内の見回りの強化

○ 過去の脱柵事案参 考
・平成１０年７月２２日 放牧中の牛が脱柵してトンネル内に進入し貨物

列車にはねられた
・平成１２年７月 ８日 放牧中の牛が出入口の隙間から外に出て、線路

内に進入し特急列車にはねられた

○ 道総研として、新得町及び新得警察署に情報提供するとともに、本日
ＪＲ北海道を訪ね、謝罪いたします。

報 道 ( 取 材 )
に 当 た っ て
の お 願 い

同 時 配 付 (場所)他 の ク ラ ブ
同 時 レ クと の 関 係

担 当 北海道立総合研究機構 経営企画部 副部長 岩 田 伸 正
０１１－７４７－２７９５（内線２１１）（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ：



捕獲地点

畜産試験場庁舎

※白抜きの土地は

畜産試験場試験地



畜産試験場肉牛脱柵状況写真

上から２段目のバラ線が下がり３段目と
重なっており、ここから牛が足を入れて
脱柵したと思われる。

柵より５０ｍ程笹藪を南下した所に、ＪＲ線路が走っている



地方独立行政法人 北海道立総合研究機構農業研究本部

畜産試験場

所在地

〒081-0038
北海道上川郡新得町字新得西 5線 39番地 1

概 要

地方独立行政法人北海道立総合研究機構 畜産試験場は北海道上川郡新得町に位置し、総面積１５７３

ha、職員総数は 88名（平成２７年４月現在）で構成され、６つの研究グループ（肉牛、中小家畜、技術

支援、家畜衛生、生物工学、飼料環境）を中心として畜産に関する試験研究および技術支援を実施。

沿 革

新得畜産試験場 滝川畜産試験場

明治９年

（１８７６）

北海道開拓使によって札幌の

真駒内に牧牛場として発足

明治３９年

（１９０６）

農商務省の月寒種牛牧場滝川

用地として設置

昭和２２年

（１９４７）

新得町に移転し北海道立新得

種畜場と改称

大正７年

（１９１８）

農商務省直轄の滝川種羊場と

して発足

昭和３７年

（１９６２）

北海道立新得畜産試験場に改

組

昭和３７年

（１９６２）

北海道滝川畜産試験場に改組

平成１２年

（２０００）

滝川畜産試験場との統合により北海道立畜産試験場として発足

平成２２年

（２０１０）

地方独立行政法人北海道立総合研究機構が設立され、農業研究本部畜産試験場

となる

職員数 88名（平成 27年 4月）

研究職員 35名

研究支援職員 40名

事務職員(派遣)13名

組織図

場長―副場長―総務部

家畜研究部

・肉牛の育種改良、飼養管理および肉質に関する試験研究

・豚の育種改良、飼養管理に関する試験研究および鶏・めん羊に関する試験研究

・地域農業技術に関する支援及び調査研究

基盤研究部

・家畜の病態生理、感染症防除技術および畜産物の安全性に関する試験研究

・家畜繁殖、ＢＳＥおよびＤＮＡマーカー育種に関する試験研究

・牧草、飼料作物および畜産環境保全に関する試験研究

家畜の頭羽数

乳用牛 肉用牛 豚 鶏 めん羊 馬

69 591 201 1723 282 20


